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　2002年7月26日生まれの22歳、千葉県出身。

　「第31回ジュノン・スーパーボーイ・コンテスト」ファイナリスト

　Zipperレギュラーモデル

　2022年にViViにて国宝級イケメン連載に抜擢され、

　BS-TBS『ママはバーテンダー～今宵も踊ろう～』にて

　ドラマ初レギュラー出演。

　今年に入り、ABEMA「私たち結婚しました 5」、

　テレビ朝日系『素晴らしき哉、先生！』に出演して話題を集める。

　TikTokフォロワー数360万人を誇る、期待の俳優。

百瀬 拓実（ももせ たくみ） 

日建連表彰
特別ドラマ

　日建連表彰アンバサダーの百瀬拓実さんが出演するショートドラマを、Z世代に絶大な支
持を誇る青春WEBショートドラマ専門チャンネル「CUL DRAMA/カルドラマ」とコラボして
制作。CUL DRAMAと日建連公式YouTubeチャンネルにて公開しています。日建連表彰を
構成する「土木賞」と「BCS賞」をテーマにお届けする２本のショートドラマでは、百瀬さんが
異なった役柄を演じ分けます。ぜひご覧ください。

土木賞編 「気になる彼は、
○○好き男子でした！？」

　工藤美咲は思春期真っ只中の高校生。美咲の心を奪ったのは、隣
のクラスの無口で謎めいた有沢龍馬。龍馬のことが気になって仕方
ない美咲は、彼がいつも「とある橋」へ向っているこ
とを突き止める。美咲はきっとその橋には、龍馬に
とって大切な人がいると勝手に思い始める。しか
し、本当の理由は。そして恋の行方はどうなるのか。

高校２年生。恋愛体質で目の
前のことしか見えない。未来
はまだ霧の中。龍馬に夢中！？

もか
工藤 美咲（17）

美咲の親友。
直情的な美咲とは逆で、おっとりタイプ。 

川口 瑠々奈
はるちゃん（17）

美咲の想い人。普段は無口
で謎めいているが、夢の実現
の為、未来を見据えている。 

百瀬 拓実
有沢 龍馬（1７）  

BCS賞編 「わたしの理想の
プロジェクト」

　高校生の斉藤莉奈は、こだわりが強く、クラスから孤立しがちな性格。文化祭の催
し物に「レトロカフェ」を提案するが、ライバルの由香が提案した「タピオカカフェ」が
投票で選ばれてしまう。莉奈は悔しさを抱え、いつも頼りになる兄の
雅人にこのことを話すが、理解はしてくれるものの、様々な問題点を
指摘されてしまう…。自分の理想と由香をはじめクラスの想いに揺
れるなか、雅人からある提案をされる。その提案とは・・・。

高校１年生。こだわりが強く、
周囲から孤立しがち。兄を
慕っている。 

ひなた
斉藤 莉奈（16）

高校３年生。莉奈の兄。我が
強かった時期を乗り越えて大
人に。面倒見が良い。 

百瀬 拓実
斉藤 雅人（18）

莉奈のクラスメイト。文化祭実行委員。
莉奈とは犬猿の仲（？）

川口 瑠々奈
鈴木 由香（16）

莉奈・雅人の父親。建築家。
家ではスイッチオフでボンヤリ。

青地 洋
斉藤 達夫（45） 

会場：The Okura Tokyo（東京都港区）

日時：2024年11月29日（金）

宮本会長からの任命証授与 アンバサダーの意気込みを語る百瀬さん
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日建連表彰
アンバサダー
特設サイト

　このたび、日建連表彰アンバサダーに就任しました、百瀬拓実です！

　建設業界って、普段の生活ではあまり意識しないかもしれませんが、実は僕たちの生活をあらゆるところで支えてくれています。僕もアンバサ

ダーになる前はそれほど詳しくなかったのですが、就任してから建設について学んでいくうちに、その魅力にどんどん引き込まれていきました。

　僕たちが毎日使う駅や建物もそうですが、過去に土木賞やBCS賞を受賞したプロジェクトも実は身近にあって、その裏にはたくさんの人の努

力とアイデアが詰まっているんです。それを知ると、単なる駅や建物じゃなくて、そこに込められたストーリーまで感じられるようになって、すごく

ワクワクします。

　今回、建設業や日建連表彰の魅力を皆さんに伝えるための活動の一つとして、日建連表彰をテーマにしたショートドラマに出演することにな

りました！ 建設業界の醍醐味である「人や街を支えることの魅力」や「仲間と力を合わせることの大切さ」を、僕と同年代の皆さんにも共感して

いただけるような内容になっています。

　またドラマだけでなく、SNSでも情報を発信していくので、チェックしてくれたら嬉しいです。

＜就任コメント＞

ドラマはこちら！ドラマはこちら！

ドラマはこちら！ドラマはこちら！

日建連表彰2024表彰式後の祝賀会で
「日建連表彰アンバサダー」就任式が
行われました。
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